
（別紙様式４）

〒
（住所）
（電話）

〒
（住所）
（電話）

昼夜

2,167 単位時間 711 単位時間 910 単位時間 450 単位時間 0 単位時間 36 単位時間

年 単位 単位 単位 単位 単位 単位

75 人 38 人 人 21 % 0 %

人
人
人
人
％

■就職者に占める地元就職者の割合 (F/E)
％

■卒業者に占める就職者の割合 (E/C)
％
人

（令和 6

受審年月：

（Ａ：単位時間による算定）

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

（Ｂ：単位数による算定）

単位

単位

単位

単位

単位

単位

単位

人

人

人

人

人

人

人

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価： 無
※有の場合、例えば以下について任意記載

評価団体：
評価結果を掲載した
ホームページＵＲＬ

（うち企業等と連携したインターンシップの単位数） ○○

教員の属性（専任
教員について記

入）

 ① 専修学校の専門課程を修了した後、学校等において
その担当する教育等に従事した者であって、当該専門課
程の修業年限と当該業務に従事した期間とを通算して六
年以上となる者

（専修学校設置基準第41条第1項第1号） 3

 ② 学士の学位を有する者等 （専修学校設置基準第41条第1項第2号） 1

 ③ 高等学校教諭等経験者 （専修学校設置基準第41条第1項第3号） 0

 計 4

上記①～⑤のうち、実務家教員（分野におけるおおむね５年以上の実務の経験を有し、かつ、高度
の実務の能力を有する者を想定）の数

4

 ④ 修士の学位又は専門職学位 （専修学校設置基準第41条第1項第4号） 0

 ⑤ その他 （専修学校設置基準第41条第1項第5号） 0

うち企業等と連携した演習の授業時数

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数 0

総単位数 0

うち企業等と連携した実験・実習・実技の単位数 ○○

0

うち必修授業時数 2,167

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数 450

介護施設　病院　障がい者施設等

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の単位数

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数） 0

○○

うち企業等と連携した必修の演習の単位数

当該学科の
ホームページ

URL
http://kurihara.ac.jp

100
■進学者数 0
■その他

○○

うち企業等と連携した演習の単位数 ○○

うち必修単位数 ○○

企業等と連携した
実習等の実施状況
（Ａ、Ｂいずれか

に記入）

総授業時数 2,167

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数 450

2 昼間
※単位時間、単位いずれ
かに記入

生徒総定員 生徒実員(A) 留学生数（生徒実員の内数）(B) 留学生割合(B/A)

8

（令和６年度卒業生）

19
■地元就職者数 (F) 17
■就職率 (E/D)　　　　　　　　　　： 100

89

就職等の状況

■卒業者数 (C)　　　　　　　　： 19
■就職希望者数 (D)　　　　　： 19
■就職者数 (E)　　　　　　　　：

年度卒業者に関する令和７年５月１日時点の情報）

■主な就職先、業界等

学科の目的
本学園には介護の他、「幼児教育」「歯科衛生」「情報処理」などの科がある。高齢者や障がいをもたれた方の口腔ケアの手技やパソコン操作の指導には、専門とする学
科の教員から直接指導が受けられることで実践的能力を高めることができる。また、1年次から就職対策や国家試験対策にも力を入れ、就職率・国家試験合格率ともに
100％を目指す。地域の福祉を支え、何事においても率先して考え、行動し、即戦力として活躍できる介護福祉士育成を目指す。

学科の特徴（取得
可能な資格、中退

率　等）
介護福祉士受験資格

修業年限
全課程の修了に必要な総授業時数又は総

単位数 講義 演習 実習 実験 実技

教育社会福祉専門課程 介護福祉科 平成 6(1994)年度 ー 平成26(2014)年度

分野 認定課程名 認定学科名 専門士認定年度 高度専門士認定年度 職業実践専門課程認定年度

中退率

令和7年10月１日

０９０－０８１７

０１５７ｰ２４ｰ１５６０
設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人栗原学園 昭和44年3月31日 柏尾　典秀 北海道北見市常盤町３丁目１４
０９０－０８１７

０１５７－２４－１５６７０

オホーツク社会福祉専門学校 平成10年3月24日 棧　邦雄 北海道北見市常盤町３丁目１４

職業実践専門課程等の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

教育・社会福祉



種別

－

－

－

－

①

②

③

①

（年間の開催数及び開催時期）

令和６年４月１日～
令和８年３月３１日（任期２年）

中野　武房 学校カウンセリング研究会会長
令和６年４月１日～
令和８年３月３１日（任期２年）

高橋  正明
社会福祉法人恵和福祉会
介護老人保健施設 アメニティ美幌　副施設長

令和６年４月１日～
令和８年３月３１日（任期２年）

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課程
の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針
「地育地活」地元で育ち地元で活躍する人材の育成を掲げ、深い愛情をこって人と接し仕事に臨むための知識や技術を身
に付け、強い精神力を備え、自ら進んで誠心誠意汗をかきながら行動できる人材をめざし、そのためには企業との連携を密
に、学校と企業との役割分担を明確にし、実習、講演などで新たに必要となる知識技術技能等を十分に把握、分析し、今後
（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

教育課程編成委員会の討議事項を受け、各学科にて検討したものを学園学科長会議にて討議し、最終的に学園経営会議
にて討議し、より実践的な教育課程の編成を行う。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

畠山　友子
オホーツク社会福祉専門学校
介護福祉科　学科長

令和６年４月１日～
令和８年３月３１日（任期２年）

令和７年10月1日現在

斉藤　 茜
オホーツク社会福祉専門学校
こども未来学科　学科長

令和６年４月１日～
令和８年３月３１日（任期２年）

名　前 所　　　属 任期

棧　邦雄
学校法人栗原学園学園長　理事
オホーツク社会福祉専門学校 校長

令和６年４月１日～
令和８年３月３１日（任期２年）

椎名　美貴
オホーツク社会福祉専門学校
歯科衛生士科　学科長

令和６年４月１日～
令和８年３月３１日（任期２年）

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「－」を記載してください。）
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年２回　（６月、２月）

（開催日時（実績））
第１回　令和７年６月２６日　17：50～19：20
第２回　令和８年２月開催予定

松浦　信一
医療法人社団松浦歯科医院院長
北見摂食嚥下ケア研究会会長

岡田  直美
学校法人北見明和学園 認定こども園
北見くるみ幼稚園 園長

令和６年４月１日～
令和８年３月３１日（任期２年）

※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

本校の学生は、他校よりも人付き合い・コミュニケーション能力は低いと考えられる。自分自身をうまく表現できない。自分の
意見をきちんと伝えられるような場面を用意する必要がある。多方面の人々とのコミュニケーションの方法を学ぶ場を強化し
ていかなければならない。また、学生は失敗することを恐れている、失敗できる場の確保も必要である。



２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

担当利用者を選定していただき、実際に利用者の課題を明確にするためのアセスメント、介護計画の作成、実施、評価、修
正といった介護過程を展開。週１回実習先に巡回し、指導者とともに、実習実施状況や実習計画の進捗状況などを確認。

科　目　概　要科　目　名 連　携　企　業　等

介護実習Ⅱ

社会福祉法人治恵会特別養護老
人ホームくつろぎ　社会福祉法人
北海道仕愛会特別養護老人ホー
ム光の苑　社会福祉法人めぐみ会
特別養護老人ホーム北寿園　社会
福祉法人きたの愛光会特別養護
老人ホームこもれびの里 社会福
祉法人北見慈恵会複合福祉施設
ゆうゆう　医療法人社団煌生会介
護老人保健施設さくら　他28施設

医療法人社団久仁会介護老人保
健施設 いきいき  社会福祉法人北
見北尽会　介護老人保健施設 緑
風　株式会社ツクイ　社会福祉法
人北海道仕愛会　老人デイサービ
ス憩い　医療法人オホーツク勤労
者医療協会勤医協デイサービスく
わの木　勤医協デイサービスセン
ター　社会福祉法人北見慈恵会グ
ループホームゆうゆうぼたん園
社会福祉法人北見睦会グループ
ホームかかやきの里むつみ　有限
会社　エーデルワイス他55施設

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
専門的知識、技能、倫理観、価値観、自己覚知の方法などを習得することは実践的に学習することによって獲得される。実
践的な学習の場は実習であり、実習においてそれまでの学内学習の成果が確認され、各教科内容が統合され、学生の中
に定着していくことが期待される。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

企業連携の方法

３．【校外】企業内実習
（４に該当するものを
除く。）

３．【校外】企業内実習
（４に該当するものを
除く。）

個別ケアを行うために、個々の生
活リズムや個性を理解し、利用者
の課題を明確にするためのアセス
メント、介護計画の作成、実施、評
価、修正といった介護過程を展開
し、他科目で学習した知識や技術
を統合して、具体的な介護サービ
ス提供の基本となる実践力を習得
する

慣れ親しんだ地域で暮らす高齢者
や障がいのある人の事実を知り、
そのうえで、そこでの生活を少しで
も長く継続していくために利用して
いる、多様な施設や事業所等の機
能や役割について知り、個々の生
活リズムや個性を理解する観点か
ら、さまざまな生活の場において個
別ケアを理解する。また、通所系
サービスなどの各在宅サービス、
またグループホームや施設を利用
する利用者やその家族と人間関係
を形成しながら、コミュニケーション
の実践、介護技術の確認、多職種
協働や関係機関との連携を通じ
て、チームの一員としての介護福
祉士の役割について理解する。

介護実習Ⅰ



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

コミュニケーションの原則　共感技術の体験

②指導力の修得・向上のための研修等

コミュニケーションの原則　共感技術の体験

教職員研修会 連携企業等： 検討中

令和8年1月13日 対象： 教職員

生徒・学生に対する指導力向上

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

教員に必要な専攻分野における実務に関する知識、技術、技能を修得・向上するための研修を企業等との連携のもと定期
的に組織的な研修の機会を設ける。また、介護分野教授教員は社会福祉士及び介護福祉士施行令第4条2項規定により介
護教員講習会受講、医療的ケア教授教員は医療的ケア教員講習会の修了が義務付けされており研修に当たっては職務の
一環として参加している。

赤十字健康生活・幼児安全法指導員研修 連携企業等： 日本赤十字社

令和7年6月14日　9時～17時30分 対象： 指導員資格所持教員

①専攻分野における実務に関する研修等
（３）研修等の計画

精神科リハビリテーションのコミュニケーションの基礎講座 連携企業等： 北見赤十字病院

令和7年8月18日　　10時30分～12時 対象： 教職員

②指導力の修得・向上のための研修等

指導員更新研修

令和７年度全国教職員研修会
未来を見据えた介護福祉の魅力 〜原点からの問い～

連携企業等： 公益社団法人 日本介護福祉士養成施設協会 

令和７年10月31日・１１月１日 対象： 教職員

現状と課題を共有し課題解決に向けて継続して取り組む

赤十字健康生活・幼児安全法指導員研修 連携企業等： 日本赤十字社

令和7年6月14日　9時～17時30分 対象： 指導員資格所持教員

精神科リハビリテーションのコミュニケーションの基礎講座 連携企業等： 北見赤十字病院

令和7年8月18日　　10時30分～12時 対象： 教職員



種別

有識者

有識者
実習施設

実習施設

実習施設

同窓生
企業役員

PTA

（５）学生支援 （５）学生支援

※（１０）及び（１１）については任意記載。

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期
（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： URL:　http://kurihara.ac.jp　⇒学校法人栗原学園ブログ⇒記事カテゴリ⇒栗原学園本部
公表時期： 令和7年10 月1日

オホーツク社会福祉専門学校
こども未来学科　学科長

令和６年４月１日～
令和８年３月３１日（任期２年）

椎名　美貴
オホーツク社会福祉専門学校
歯科衛生士科　学科長

令和６年４月１日～
令和８年３月３１日（任期２年）

中野　武房
学校カウンセリング研究会会長
令和元年度函館大谷短期大学客員教授

令和６年４月１日～
令和８年３月３１日（任期２年）

松浦　信一
医療法人社団松浦歯科医院院長
北見摂食嚥下ケア研究会会長

令和６年４月１日～
令和８年３月３１日（任期２年）

斉藤　茜

高橋　 正明

（１）教育理念・目標 （１）教育理念・目標
（２）学校運営 （２）学校運営

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針
本校の教育活動及び学校の運営の状況について、自己評価結果に基づき学校関係者評価を行い、学校運営の改善並び
に教育水準の向上に資するための対策を講じる。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

（９）法令等の遵守 （９）法令等の遵守
（１０）社会貢献・地域貢献 （１０）社会貢献・地域貢献
（１１）国際交流 なし

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

（６）教育環境 （６）教育環境
（７）学生の受入れ募集 （７）学生の受入れ募集
（８）財務 （８）財務

（３）教育活動 （３）教育活動
（４）学修成果 （４）学修成果

学校法人北見明和学園 認定こども園
北見くるみ幼稚園 園長

令和６年４月１日～
令和８年３月３１日（任期２年）

近藤　千鶴
㈱ベストミント代表取締役社長
学）栗原学園同窓生

令和６年４月１日～
令和８年３月３１日（任期２年）

笹久保　徹 オホーツク社会福祉専門学校　父母協力会
令和６年４月１日～
令和８年３月３１日（任期２年）

（３）学校関係者評価結果の活用状況
1，2の低評価がいくつか見られるが評価理由がないものが多い。新人職員への評価についての周知、理解不足が考えられ
る。新人職員に対する学校評価の理解を強化し意見を吸い上げ活用したいと考える。学生支援のみならず、これからの時
代に即した環境整備や新人職員の育成等が課題である。

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

名　前 所　　　属 任期

棧　邦雄
学校法人栗原学園学園長　理事
オホーツク社会福祉専門学校 校長

令和６年４月１日～
令和８年３月３１日（任期２年）

畠山　友子
オホーツク社会福祉専門学校
介護福祉科　学科長

令和６年４月１日～
令和８年３月３１日（任期２年）

社会福祉法人恵和福祉会
介護老人保健施設 アメニティ美幌　副施設長

令和６年４月１日～
令和８年３月３１日（任期２年）

岡田   直美



（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： http://kurihara.ac.jp　⇒学校法人栗原学園ブログ⇒記事カテゴリ⇒栗原学園本部
公表時期： 令和7年10 月1日

（１１）その他
※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法

（８）学校の財務 ・財務計算に関する書類 
（９）学校評価 ・自己点検評価報告書
（１０）国際連携の状況

（５）様々な教育活動・教育環境 ・事業報告書（抜粋）
（６）学生の生活支援 ・入学案内  各種サポート制度
（７）学生納付金・修学支援 ・入学案内  学費・納入方法、学費分割納入制度

（２）各学科等の教育 ・学科案内  
（３）教職員 ・事業報告書（抜粋）
（４）キャリア教育・実践的職業教育 ・就職・進学案内  就職サポート、就職先一覧

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針
「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」に沿って学校案内・募集要項等の印刷物、ホームページ、
にて情報提供を行っている。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画 ・学校案内  交通アクセス、

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に
関する情報を提供していること。」関係
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1 ○ 介護実習Ⅰ

慣れ親しんだ地域で暮らす高齢者や障がい
のある人の事実を知り、そのうえで、そこ
での生活を少しでも長く継続していくため
に利用している、多様な施設や事業所等の
機能や役割について知り、個々の生活リズ
ムや個性を理解する観点から、さまざまな
生活の場において個別ケアを理解する。ま
た、通所系サービスなどの各在宅サービ
ス、またグループホームや施設を利用する
利用者やその家族と人間関係を形成しなが
ら、コミュニケーションの実践、介護技術
の確認、多職種協働や関係機関との連携を
通じて、チームの一員としての介護福祉士
の役割について理解する。

1 200 ○ ○ ○ ○

2 ○ 介護実習Ⅱ

個別ケアを行うために、個々の生活リズム
や個性を理解し、利用者の課題を明確にす
るためのアセスメント、介護計画の作成、
実施、評価、修正といった介護過程を展開
し、他科目で学習した知識や技術を統合し
て、具体的な介護サービス提供の基本とな
る実践力を習得する

2 250 ○ ○ ○ ○

2

期

週

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

１学年の学期区分

１学期の授業期間

（留意事項）

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

2

30

卒業要件：
全科目の単位履修（成績評価の可以上）及び国家試験に相当する卒業
認定試験の合格

履修方法：
授業出席率、レポート、筆記試験等を総合的に見て成績評価の可以上
を単位認定とする

授業科目等の概要

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員
企
業
等
と
の
連
携

合計 科目 450 単位（単位時間）

10


